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大
地
震
に
は

地
域
で
立
ち
向
か
う

〜
突
発
型
地
震
に
備
え
る
〜

突
然
、
大
地
震
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
頼
れ
る
の
は
…
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
消
防
や
警
察
だ
け
で
は
対
応
が
追
い

つ
か
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
え
る

地
域
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

問
危
機
管
理
課　

☎
６
４
３
・
３
１
１
１　

内
線
３
８
２

ま
ず
、
家
庭
内
の
対
策
を

　

平
成
７
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46
分
、
早

朝
に
突
然
発
生
し
た
震
度
７
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
。
震
災
に
よ
る
死
者
６
４
３
４
人
の

う
ち
、
ほ
と
ん
ど
は
家
屋
の
倒
壊
や
家
具
な

ど
の
転
倒
に
よ
る
圧
迫
死
で
し
た
。
ま
た
、

負
傷
者
約
４
３
８
０
０
人
の
負
傷
原
因
の
多

く
は
、
家
具
な
ど
の
転
倒
、
家
屋
の
倒
壊
、

落
下
物
な
ど
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

突
発
性
の
地
震
が
起
き
た
場
合
、
事
前
の

対
策
を
ど
れ
だ
け
行
っ
た
か
で
、
被
害
状
況

に
大
き
な
差
が
で
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、

普
段
か
ら
の
備
え
で
す
。
ま
ず
は
生
き
残
る

た
め
の
対
策
と
し
て
、
自
分
や
家
族
が
け
が

を
し
た
り
、
命
を
落
と
し
た
り
し
な
い
よ
う

に
、
自
宅
の
対
策
を
行
う
こ
と
で
す
。
ま
ず

は
、
住
宅
の
耐
震
性
を
高
め
る
、
家
具
な
ど

を
し
っ
か
り
固
定
す
る
と
い
っ
た
「
家
庭
内

の
防
災
対
策
」
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

12
月
５
日
㈰
の
「
地
域
防
災
の
日
」
に
、

市
や
自
主
防
災
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
突
発

性
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
地
域
防
災
訓
練
の
メ
ー
ン
会
場

は
、
高
洲
小
学
校
。
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
な
ど

の
医
療
救
護
訓
練
や
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

災
害
で
、
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

大
地
震
が
発
生
し
、
け
が
を
し
た
場
合
、

あ
る
い
は
け
が
人
を
発
見
し
た
場
合
は
、
近

く
の
病
院
に
行
っ
た
り
搬
送
し
た
り
す
る
の

で
は
な
く
、
市
内
12
カ
所
に
開
設
さ
れ
る
救

護
所
（
表
１
）
に
搬
送
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

救
護
所
に
は
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
が
待

要
援
護
者
世
帯
の
家
具
転
倒
防
止

　

市
で
は
、
東
海
地
震
に
備
え
て
、
家
具
の

転
倒
に
よ
る
圧
死
や
負
傷
な
ど
の
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
、
家
具
の
転
倒
防
止
器
具
の
無

料
取
り
付
け
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
工
事
は
、

棚
、
テ
ー
ブ
ル
、
本
棚
（
一
世
帯
当
た
り

３
台
ま
で
）

※
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
の
固
定
、
食
器
棚
な

ど
の
開
き
戸
の
飛
び
出
し
防
止
器
具
の

取
り
付
け
は
、
対
象
外
で
す
。

出
・
救
助
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

市
が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

対
象
／

○
世
帯
全
員
が
65
歳
以
上
の
世

帯
○
未
就
学
児
が
い
る
母
子
家
庭

○
世
帯
の
中
に
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
が
い
る
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
ま

た
は
２
級
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

・
介
護
法
上
の
要
介
護
に
該
当

す
る
人

補
助
の
対
象
と
な
る
家
具
／

和
ダ
ン
ス
、
洋
ダ
ン
ス
、
食
器

機
し
て
お
り
、「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
を
行
い
ま
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
重
症
、
中
等
症
、
軽
症

な
ど
の
振
り
分
け
の
こ
と
（
表
２
）。
こ
の

ト
リ
ア
ー
ジ
に
基
づ
き
、
患
者
の
処
置
を
行

い
ま
す
。
救
護
所
で
処
置
が
で
き
な
い
よ
う

な
重
症
・
中
等
症
の
患
者
は
、
救
護
病
院
と

し
て
指
定
さ
れ
た
２
病
院（
市
立
総
合
病
院
・

藤
枝
平
成
記
念
病
院
）
に
搬
送
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
が
救
命
の
鍵

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
数
万
人
も
の

生
き
埋
め
者
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
の
激

し
か
っ
た
地
域
で
は
、
電
話
も
利
用
で
き
ず
、

消
防
署
や
警
察
署
へ
の
駆
け
込
み
に
よ
る
救

助
要
請
も
殺
到
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
消
防

や
警
察
、
自
衛
隊
に
よ
る
救
出
活
動
以
上
に

大
き
な
貢
献
を
し
た
の
は
、
一
般
市
民
や
消

防
団
に
よ
る
救
出
活
動
で
し
た
。
自
力
で
脱

出
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
被
災
者
の

う
ち
、
約
80
％
が
家
族
や
近
所
の
人
た
ち
の

手
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
近
所
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

希
薄
な
ま
ま
、
突
然
地
震
が
発
生
し
た
ら
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
。
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
、

初
め
て
地
域
の
み
な
さ
ん
と
連
携
す
る
こ
と

は
、
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
い
つ
自

分
が
助
け
る
側
、
助
け
ら
れ
る
側
に
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
、
ご
近
所
と

の
交
流
を
通
じ
て
、
連
帯
感
を
培
っ
て
お
く

こ
と
が
、
防
災
対
策
と
し
て
大
切
で
す
。
防

災
訓
練
に
参
加
し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
我
が
家
の

防
災
力
の
向
上
と
併
せ
て
、
地
域
の
防
災
力

の
向
上
も
図
り
ま
し
ょ
う
。

０ 死亡

既に死亡してい
る。
直ちに処置をし
ても明らかに救
命不可。

４

Ⅰ 重症

直ちに処置を必
要とする（救命
可能）。手術が
必要

１

Ⅱ 中等症

多少治療の時間
が遅れても生命
に危険はないが、
入院治療を必要
とする

２

Ⅲ 軽症 軽易な傷病 ３
※表の右の列の数字は、処置する優先
度です。

トリアージ・タッグ　（表２）

災害時要援護者のための福祉避難所
問社会福祉課　内線658

　市では、災害時に指定避難場所での生活が困難な災
害時要援護者のために、福祉避難所を設置します。
　福祉避難所とは、身体的な理由などにより、配慮が
必要とされる人のために開設する避難所です。寝たき
りの人や認知症の人、障害がある人などが、安心して
避難生活を送ることができる場所を選定。施設がバリ
アフリー化されているなど、介護しやすい落ち着いた
環境を避難スペースとして確保しようと、本市では、
下記の施設を福祉避難所として指定しています。

※災害時に必要に応じて開設される二次的避難所であ
るため、災害発生当初から避難所として利用するこ
とはできません。
※指定避難場所に避難した要援護者の身体の状態や介
護状況などによって、受け入れる施設と協議を行い、
移動が必要と判断した場合、避難可能となります。

施設名 所在地
福祉センターきすみれ 岡部町内谷1400‒1
県立藤枝特別支援学校 前島2281‒1
開寿園 中ノ合252‒1
第２開寿園 青南町1-12‒13
ふじトピア 時ヶ谷417‒2
愛華の郷 大東町58
きらら藤枝 八幡198
亀寿の郷 岡部町内谷1334‒4

市内救護所一覧　（表１）
瀬戸谷小学校 藤岡小学校

稲葉公民館 青島小学校

葉梨小学校 青島東小学校

広幡小学校 高洲小学校

西益津小学校 大洲小学校

藤枝小学校 岡部小学校

地
域
防
災
訓
練

と
き
／
12
月
５
日
㈰
午
前
９
時
〜

　

※
同
報
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
震
の
想
定
／
東
海
地
震
が
突
然
発
生

し
、
市
内
全
域
で
震
度
６
弱
以
上
の

揺
れ
を
観
測
。
多
数
の
家
屋
が
倒
壊

メ
ー
ン
会
場
／
高
洲
小
学
校

（
サ
ブ
会
場
／
岡
部
小
学
校
体
育
館
）

※
地
域
で
の
訓
練
日
時
や
訓
練
内
容
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い
の
自

主
防
災
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



静岡
駅

東静
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駅

国道
１号
静清
バイ
パス

北街
道

南幹
線

東名
高速
道路

JR
東海
道新
幹線

JR東海道線

第７中継所
（袖師生涯学習交流館）

12月４日㈯午前10時
（県庁本館前）

スタート

第１・２中継所
（駿府公園内）

第３中継所
（西草深町東交差点）

第９中継所
（清水区役所）

第10中継所
（清水第７中学校）

第４中継所
（JAあさはた支店）

第５中継所
（西濃運輸）

第６中継所
（清水第６中学校）

第８中継所
（清水清見潟公園）

ゴール
（草薙陸上競技場）

麻
機
街
道

流
通
セ
ン
タ
ー
通
り

Point
4

Point
3

Point
2

Point
1 １位予想ゴール時間

午後0時10分

❶ 第１区
 ジュニアＡ（女子）

❷ 第２区
 小学生（男子）

❸ 第３区
 小学生（女子）

❹ 第４区
 一般（女子）

❺ 第５区
 ジュニアＡ（男子）

❻ 第６区
 40歳以上（男女不問）

❼ 第７区
 中学生（男子）

❽ 第８区
 中学生（女子）

❾ 第９区
 ジュニアＢ（女子）
第10区
 ジュニアＢ（男子）
第11区
 一般（男子）

Point ３
有東坂
300ｍのきつい上り
坂を、ジュニアB（男
子）が力強く駆け上
ります。声援が選手
の力になります。

選手が紹介　おススメ観戦ポイント

Point ４
草薙陸上競技場
みんなの思いをつないだタスキが
ゴールに。大声援で選手のラストス
パートを後押ししてください。

Point ２
ＪＲ清水駅前
JR清水駅前の直 
線道路を、ジュ
ニアB（女子）
が華麗に走り抜
けます。

Point １
県庁前と駿府公園
ジュニアA（女子）
が一斉に駆け出す
迫力のスタート。
小学生（男子・女
子）の激走も観戦
できます。

監督
塚本 榮一さん
（泉町）

松田 佑
ゆ う

稀
き

さん
（高洲南小６年）

杉山 陸斗さん
（稲葉小６年）

山梨 明
あ か

莉
り

さん
（藤枝中央小６年）

佐伯 花
か

菜
な

さん
（稲葉小６年）

村松 大輔さん
（藤枝明誠中２年）

青島 勇介さん
（青島北中３年）

村津　萌さん
（西益津中１年）

河村 祐
ゆ

月
づ き

さん
（青島北中３年）

孕
はらみ

石
い し

 健太さん
（島田高３年）

碓井 将
しょう

也
や

さん
（島田高３年）

池谷 勇
は や

斗
と

さん
（藤枝明誠高３年）

横馬　岬
みさき

さん
（常葉菊川高３年）

石原 衣
え

里
り

菜
な

さん
（島田高２年）

原田 詠
え

麻
ま

さん
（静岡北高２年）

石上 真吾さん
（北方）

小村 太
た い

志
じ

さん
（岡部中出身）

栗田 泰
や す

葉
は

さん
（藤枝中出身）

永田 亜希さん
（上当間）

浦山 富
ふ

三
み

吉
よ し

さん
（益津下）

中村 信二さん
（城南二）

コーチ
大原 秀

ひ で

次
つ ぐ

さん
（南駿河台）
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12月４日㈯に開催される「静岡県市町対抗駅伝競走大会」に出場する本市の代表選手が決定しま
した。本年も、県庁前から草薙陸上競技場までの11区間を、選手たちが駆け抜けます。ふるさと
への思いをタスキでつなぐ選手たちに、熱い声援をお願いします。	 問スポーツ振興課　内線774

第11回 しずおか市町対抗駅伝

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
チ
ー
ム
づ
く
り

　

本
市
代
表
選
手
た
ち
は
、
大
会
に
向

け
て
、
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
に
練
習

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

練
習
で
は
、
持
久
力
を
高
め
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
ス
ピ
ー
ド
を
付
け
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

行
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
な
か
に
も
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
チ
ー
ム
づ
く
り
を
目

指
し
、
あ
い
さ
つ
で
心
を
通
わ
せ
、
感

謝
の
心
を
持
っ
て
、
集
中
力
を
高
め
な

が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
地
元
の
選
手
と
、
ふ
る
さ

と
選
手
と
し
て
日
本
体
育
大
学
の
栗
田

選
手
、
自
衛
隊
板い

た

妻づ
ま

駐
屯
地
の
小
村
選

手
を
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　
「
闘
志
・
信
頼
・
勇
気
の　

心
つ
な

ぐ　

藤
枝
の
た
す
き
」
を
合
い
言
葉
に
、

ど
の
選
手
も
本
市
代
表
選
手
と
し
て
の

誇
り
を
胸
に
、
12
月
４
日
の
本
番
を
目

指
し
て
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

藤枝市チーム結団式
「て～しゃばストリー 
ト105」の会場で、
選手が大会に向けた
決意を発表。チーム
の心を一つにして、
大会に臨みます。
とき／11月13日㈯
　　　午後３時～
ところ／ BiVi藤枝前

練習前の入念なストレッチ

昨年の大会の様子

持久力を高めるトレーニングに励む選手たち

藤枝市
チームを

応援してください
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消費
生活編

　

複
数
の
消
費
者
金
融
か
ら
お
金

を
借
り
、
そ
の
返
済
が
で
き
ず
に

困
っ
て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
３
カ
月
以
上
返
済
が
滞
っ

て
い
る
い
わ
ゆ
る
多
重
債
務
者
は

全
国
で
約
２
１
０
万
人
。
市
内
で

も
、
相
談
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

多
重
債
務
で
自
殺
も

　

多
く
の
多
重
債
務
者
が
、
最
初

は
借
り
入
れ
も
少
額
で
、
返
済
も

確
実
に
で
き
る
と
思
っ
て
お
金
を

借
り
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
借
入

額
が
い
つ
の
間
に
か
か
さ
み
、
利

息
が
増
え
、
収
入
が
減
る
な
ど
し

て
、
自
分
の
収
入
で
は
返
済
で
き

な
く
な
り
、
ま
た
借
金
を
重
ね
て

し
ま
う
こ
と
で
、
多
重
債
務
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
重
債
務
に
陥
る
と
、
業
者
の

督
促
に
お
び
え
、
寝
て
も
覚
め
て

も
考
え
る
こ
と
は
借
金
の
こ
と
ば

か
り
。
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
一

人
で
悩
み
を
抱
え
、
眠
れ
な
い
日

が
続
き
、
最
悪
の
場
合
、
借
金
を

絶
対
に
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

市
民
相
談
は
強
い
味
方

　

市
で
は
、
消
費
生
活
相
談
員
が

い
つ
で
も
多
重
債
務
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弁
護
士
に

よ
る
法
律
相
談
も
毎
月
行
っ
て
い

ま
す
。
多
重
債
務
か
ら
抜
け
出
す

た
め
に
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
本
人
の
覚
悟
が
あ
れ
ば
、

借
金
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。

　

借
金
を
整
理
し
、
一
本
化
す
れ

ば
、
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た

解
決
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
必
ず

で
き
ま
す
。
ま
た
、
長
い
間
、
消

費
者
金
融
に
返
済
し
て
い
る
場
合

は
、
利
息
制
限
法
に
基
づ
き
、
利

息
の
再
計
算
を
す
る
と
、
過
払
金

返
還
の
請
求
が
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

守
秘
義
務
に
基
づ
き
、
多
重
債

務
相
談
の
内
容
が
、
家
族
や
会
社

に
知
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

勇
気
を
持
っ
て
、
ま
ず
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

苦
に
自
殺
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ヤ
ミ
金
は
利
用
し
な
い

　

本
年
６
月
に
、
改
正
貸
金
業
法

多
重
債
務
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
早
め
の
相
談
を

が
施
行
さ
れ
、
借
入
残
高
が
年
収

の
３
分
の
１
を
超
え
て
い
る
人
へ

の
新
規
貸
付
が
、
禁
止
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
た
め
、「
借
り
て
は
返
す
」

を
く
り
返
し
て
い
た
多
重
債
務
者

は
、
新
た
な
借
金
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
借
金
返
済
に
窮
す
る

人
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

借
金
返
済
が
で
き
な
い
多
重
債

務
者
が
最
後
に
行
き
つ
く
の
が
、

ヤ
ミ
金
融
業
者
（
い
わ
ゆ
る
ヤ
ミ

金
）
か
ら
の
借
り
入
れ
。
ヤ
ミ
金

は
、
違
法
な
高
金
利
で
貸
し
付
け

を
行
い
、
職
場
や
家
族
ま
で
巻
き

込
ん
で
脅
迫
ま
が
い
の
過
剰
な
取

り
立
て
を
行
い
ま
す
。
ヤ
ミ
金
は
、

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　
No.71

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

内
線
６
７
２

　

静
岡
市
と
藤
枝
市
を
分
け
る
宇う

津つ

ノの

谷や

峠と
う
げ

は
、「
伊
勢
物
語
」
の

中
で
和
歌
に
詠
ま
れ
て
以
降
、
都

で
も
有
名
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、地
名
の
「
う
つ
」

が
「
う
つ
ろ
」
や
「
う
つ
つ
」
に

通
じ
る
こ
と
か
ら
、
何
も
無
い
空

間
・
非
日
常
的
な
場
所
と
も
考
え

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

浮
世
絵
・
歌
舞
伎
の
舞
台

　

鎌
倉
時
代
の
文
献
に
は
、
僧
侶

が
簡
素
な
家
を
建
て
、
俗
世
間
と

離
れ
た
生
活
を
し
て
い
る
場
所
と

記
さ
れ
て
い
た
宇
津
ノ
谷
峠
。
江

戸
時
代
に
な
る
と
、
文
学
は
も
ち

ろ
ん
、
浮
世
絵
や
歌
舞
伎
な
ど
の

舞
台
と
し
て
も
登
場
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
「
岡
部
宿
」
の
題
名
で
描
か
れ

た
浮
世
絵
の
モ
チ
ー
フ
は
、
ほ
と

ん
ど
が
宇
津
ノ
谷
峠
で
す
。
峠
越

え
を
描
い
た
も
の
が
多
い
な
か
、

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
題
材
が
「
化

け
猫
と
老
婆
」。
こ
れ
は
、
二
股

に
分
か
れ
た
尻し

っ

ぽ尾
を
持
つ
化
け
猫

「
猫ね

こ

又ま
た

」
が
、
老
婆
の
姿
と
な
り
、

人
を
た
ぶ
ら
か
す
場
面
を
描
い
た

も
の
で
す
。

非
日
常
の
不
思
議
空
間

　

江
戸
時
代
ま
で
宇
津
ノ
谷
峠
は
、

妖
怪
や
鬼
な
ど
の
魔
物
、
強
盗
な

ど
の
悪
人
の
い
る
「
恐
ろ
し
い
空

間
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。「
蔦つ

た

紅も

み

じ葉
宇う

津つ

の

や谷
峠
」
と
い

う
優
雅
な
演
題
の
歌
舞
伎
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
座ざ

頭と
う

の
文ぶ

ん

弥や

が
宇
津
ノ
谷
峠
の
地
蔵
堂
で
、
伊い

丹た
み

屋や

重じ
ゅ
う

兵べ

衛え

に
殺
害
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

宇
津
ノ
谷
（
静
岡
市
駿
河
区
）

と
岡
部
の
坂
下
地
域
に
は
、「
十と

お

団だ
ん

子ご

」
と
い
う
伝
説
が
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
峠
に
現
れ
て
は
民
衆
を

困
ら
せ
て
い
た
鬼
を
、
弘
法
大
師

が
神
通
力
で
、
小
さ
な
十
個
の
団

子
に
し
て
退
治
し
て
し
ま
う
と
い

う
も
の
で
す
。

情
緒
あ
ふ
れ
る
散
策
コ
ー
ス

　

江
戸
時
代
も
後
期
に
な
る
と
、

宇
津
ノ
谷
峠
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ず

い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
す
。「
東
海
道

中
膝ひ

ざ

栗く
り

毛げ

」
で
は
、
弥や

次じ

さ
ん
・

喜き

多た

さ
ん
が
「
降
し
き
る 

雨
や

あ
ら
れ
の
十
だ
ん
ご 

こ
ろ
げ
て

腰
を
う
つ
4

4

の
山
み
ち
」
と
し
ゃ
れ

て
、
面
白
お
か
し
く
紹
介
し
て
い

ま
す
。
悪
い
鬼
を
閉
じ
込
め
た
十

団
子
も
、
今
で
は
道
中
安
全
や
厄

除
け
の
お
守
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
宇
津
ノ
谷
峠
も
現
代

は
、「
蔦つ

た

の
細
道
」
に
代
表
さ
れ
る
、

情
緒
あ
ふ
れ
る
散
策
コ
ー
ス
と
し

て
、
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
に
人
気
で

す
。

えだっこじてん⑲

問文化財課　内線758

母子家庭などへの修学資金・就学支度資金貸付制度
問児童課　内線680

税に関する作品　入賞者発表
問納税課　内線633

▲宇津ノ谷峠にある地蔵堂跡の石垣

▲浮世絵「東海道五十三次之内岡部」（歌川芳
よし

員
かず

画）

対象／高校や大学、専門学校などに入学しよ
うとしている子どもや、現在修学中の子ど

もを養育している、学費の支払いが困難な

母子家庭や両親のいない家庭

申し込み／児童課にある申込書に必要事項を
記入し、関係書類を揃えて、直接、児童課

へ

※新年度から新たに希望する場合は、就学支

度資金は平成23年１月21日㈮まで、修学資

金は２月18日㈮までに提出してください。

※日本学生支援機構の奨学金などとの併用は

できません。

※貸付日は、申請日や進路決定状況により異

なります。

作文の部（敬称略）
東海納税貯蓄組合連合会
会長賞　谷口瑞季（広幡中３年）
静岡県納税貯蓄組合連合会
　優秀賞　和

い ず み

泉原
はら

なつみ（葉梨中３年）
　　　　　山田美

み

優
ゆう

（高洲中３年）
藤枝税務署
　署長賞　大坪奈央（葉梨中３年）
藤枝財務事務所
　所長賞　大藏香凛（藤枝明誠中１年）
藤枝税務署管内納税貯蓄組合連合会
会長賞　内田佳奈（青島中３年）
　　　　新宮　希（葉梨中３年）
　　　　西野卓

たく

弥
み

（高洲中３年）
　　　　菊川夏実（大洲中２年）
　　　　石野晴菜（藤枝明誠中１年）

習字の部（敬称略）
名古屋国税局
　局長賞　小西杏奈（藤枝中央小６年）
藤枝税務署
　署長賞　杉村啓吾（大洲小６年）
藤枝財務事務所
　所長賞　大塚怜奈（高洲南小６年）
静岡県納税貯蓄組合連合会　
金　賞　深井　妙

たえ

（大洲小６年）
銅　賞　増田千晶（西益津小６年）
佳　作　宮下直己（青島小６年）
　　　　石神啓

きょう

将
すけ

（青島東小６年）
　　　　柴田　涼（青島北小６年）
藤枝税務署管内納税貯蓄組合連合会
会長賞　伊藤　舞（西益津小６年）
　　　　木下明莉（青島小６年）
　　　　堀井綺

あや

華
か

（稲葉小６年）

ポスターの部（敬称略）
静岡県藤枝財務事務所
　所長賞　長谷川笑

しょう

子
こ

（高洲南小６年）
静岡県納税貯蓄組合連合会
会長賞　川﨑涼香（青島北小６年）
金　賞　中野充喜（西益津小６年）
銀　賞　山口紗輝（藤枝小６年）
銅　賞　柴田　涼（青島北小６年）
佳　作　森下諒香（藤枝小６年）
　　　　鈴木美穂（藤枝小６年）
　　　　中村宇

たか

希
き

（西益津小６年）
　　　　酒井夏実（葉梨小６年）
　　　　紅林佳奈（高洲小６年）
　　　　小柳津那

な

月
つき

（青島北小６年）

学校種別 貸付限度額（月額、単位：円）
高等学校・専修学校（高等課程）

国公立

18,000（23,000）

私立

30,000（35,000）
高等専門学校 21,000（22,500） 32,000（35,000）
短期大学・専修学校（専門課程） 45,000（51,000） 53,000（60,000）
大学 45,000（51,000） 54,000（64,000）
専修学校（一般課程） 31,000

【修学資金貸付限度額】（ ）は自宅外からの通学

学校種別 貸付限度額（単位：円）
高等学校・高等専門学校・専
修学校（高等課程・一般課程）

国公立
150,000（160,000）

私立
410,000（420,000）

大学・短期大学・専修学校
（専門課程） 370,000（380,000） 580,000（590,000）

修業施設
（理容師・歯科技工士など）  90,000（100,000）

【就学支度資金貸付限度額】（ ）は自宅外からの通学

入賞作品は、11月24日㈬～ 30日㈫
に、生涯学習センターロビーに展示
します。
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　社会福祉協議会を知ってもらい、より身近に感じてい
ただきたいと、福祉センターの名称にもなっている「き
すみれ」の花をイメージしたキャラクターが誕生しまし
た。みなさんに愛され、身近に感じてもらえるような名
前をつけてください。
応募資格／市内に住んでい
るか、通勤・通学してい
る人

応募方法／ 11月30日㈫ま
でに、ハガキまたはファ
クス、Eメールに住所・
氏名・年齢・電話番号と
キャラクターの名称を記
入し、〒421‒1131市内岡
部町内谷1400‒1市社会福 
祉協議会へ

女性に対する暴力をなくそう
問男女共同参画課　内線292

イメージキャラクター名称募集
問市社会福祉協議会　☎667･2940　 667･3319

photo@fujiedashakyo.jp

情
報

フ
ァ
イ
ル

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

11
月
市
議
会
日
程

泉
町
配
水
場
設
備
点
検

国
民
年
金
の
控
除
証
明
書

転
入
・
転
出
の
届
出

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

泉
町
配
水
場
の
設
備
点
検
の
た
め
、

水
が
出
に
く
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
作
業
日
時
／
11
月
18
日
㈭
・
19
日

㈮　

午
後
１
時
〜
５
時

問
上
水
道
工
務
課

☎
６
４
６
・
４
１
１
２

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
た
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、

証
明
書
類
の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
は
、
申
告
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。　

控
除
証
明
書
の
お
問
い
合
わ
せ

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

※
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。

月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

問
島
田
年
金
事
務
所

☎
０
５
４
７
・
３
６
・
２
２
１
５

▼
取
扱
日
時
／
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝

日
は
除
く
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分　

▼
取
扱
窓
口
／
市
民

課
、
岡
部
支
所
、
文
化
セ
ン
タ
ー 

▼
転
入
届
／
藤
枝
市
に
住
み
始
め
た

日
か
ら
14
日
以
内
に　

▼
転
居
届
／

市
内
で
住
所
地
を
変
え
た
日
か
ら
14

日
以
内
に　

▼
転
出
届
／
市
外
に
住

み
始
め
る
前
に　

▼
世
帯
変
更
届
／

世
帯
主
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

問
市
民
課　

内
線
６
１
３

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
10

月
25
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

▼
対
象
／
平
成
22
年
６
月
16
日
に
日

本
国
籍
を
有
す
る
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強

制
抑
留
者　

▼
請
求
期
間
／
平
成
24

年
３
月
31
日
㈯
ま
で　

▼
請
求
方 

法
／
（独）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
か

ら
送
付
さ
れ
た
書
類
を
使
い
、
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
に

特
別
慰
労
品
を
受
け
て
い
な
い
人

に
は
、
請
求
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
（独）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

☎
０
５
７
０
・
０
５
９
・
２
０
４

11
月
19
日
㈮
〜
12
月
14
日
㈫
の
26
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

定
例
会
日
程

11
月
19
日
㈮
…
議
案
上
程

30
日
㈫
…
一
般
質
問

12
月
１
日
㈬
…
一
般
質
問

２
日
㈭
…
一
般
質
問
・
議
案

質
疑

３
日
㈮
…
現
地
審
査

６
日
㈪
…
常
任
委
員
会

14
日
㈫
…
採
決

※
い
ず
れ
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

問
議
会
事
務
局　

内
線
５
１
２

▼
休
止
日
／
11
月
14
日
㈰

※
北
部
・
南
部
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

月
16
日
㈫
〜
27
日
㈯
に
、
電
話
で
陶

芸
セ
ン
タ
ー
へ☎

６
３
９
・
０
１
４
８

館
ま
た
は
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
、
市
民
会
館
へ

☎
６
４
３
・
３
９
３
１

は
、
通
常
ど
お
り
開
場
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課　

内
線
４
１
７

岡
部
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

休
止
日
の
お
知
ら
せ

絵
手
紙
教
室

家
族
介
護
教
室

狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
指
導
法
講
座

ウ
サ
ギ
の
オ
ブ
ジ
ェ
作
り

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳

以
上
の
人　

▼
と
き
／
12
月
４
日

㈯
・
18
日
㈯　

午
前
９
時
45
分
〜
11

時
45
分　

▼
と
こ
ろ
／
駅
南
図
書
館

▼
内
容
／
絵
手
紙
の
話
、
年
賀
状
を

描
く　

▼
定
員
／
各
30
人
（
抽
選
）

▼
参
加
料
／
２
０
０
円　

▼
申
し
込

み
／
11
月
30
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
で

駅
南
図
書
館
へ☎

６
３
６
・
４
８
０
０

▼
対
象
／
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
人
、
介
護
に
協
力
し
て
い
る
人 

▼
と
き
／
11
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
青
島
北
公

民
館　

▼
内
容
／
オ
ム
ツ
の
選
び
方
・ 

当
て
方
な
ど
を
学
ぶ　

▼
講
師
／
光

本 

宏
さ
ん
、
本
橋
一
喜
さ
ん
（
大

王
製
紙
社
員
）　

▼
定
員
／
30
人（
申

込
順
）　

▼
申
し
込
み
／
電
話
で
あ

ん
す
こ
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☎
６
４
３
・
３
５
２
６

▼
と
き
／
平
成
23
年
１
月
15
日
㈯
午

前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時　

▼
と
こ

ろ
／
静
岡
労
政
会
館　

▼
受
講
料
／

７
千
円　

▼
申
し
込
み
／
11
月
15
日

㈪
〜
12
月
17
日
㈮
に
、
電
話
で
県
猟

友
会
事
務
局
へ☎

２
５
３
・
６
４
２
７

※
狩
猟
免
許
試
験
（
わ
な
猟
）
は
、

平
成
23
年
２
月
６
日
㈰
で
す
。

▼
対
象
／
①
未
就
学
児
と
保
護
者 

②
60
歳
以
上
の
人　

▼
と
き
／
平
成

23
年
１
月
12
日
㈬
・
19
日
㈬
・
26
日

㈬
、
２
月
９
日
㈬
・
16
日
㈬　

①
午

前
10
時
〜
10
時
45
分　

②
午
前
11 

時
〜
11
時
45
分　

▼
と
こ
ろ
／
市
民

会
館　

▼
定
員
／
①
20
組　

②
30
人

い
ず
れ
も
申
込
順　

▼
参
加
料
／
①

１
組
３
千
円　

②
１
人
３
千
円　

い

ず
れ
も
全
５
回　

▼
申
し
込
み
／
11

月
25
日
㈭
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
市
民
会
館
へ☎

６
４
３
・
３
９
３
１

▼
対
象
／
幼
児
教
育
関
係
者
、
ピ
ア

ノ
講
師　

▼
と
き
／
平
成
23
年
１
月

８
日
㈯
、
２
月
６
日
㈰　

い
ず
れ
も

午
後
２
時
〜
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
市

民
会
館　

▼
定
員
／
20
人（
申
込
順
） 

▼
受
講
料
／
５
千
円
（
全
２
回
） 

▼
申
し
込
み
／
11
月
25
日
㈭
か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
市
民
会
館
へ

☎
６
４
３
・
３
９
３
１

※
希
望
者
は
、
追
加
で
実
践
体
験
講

座
を
受
講
で
き
ま
す
。

▼
と
き
／
作
陶
…
11
月
28
日
㈰
、
色

付
け
…
12
月
19
日
㈰　

い
ず
れ
も
午

前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
陶
芸
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容
／
来
年
の
干
支
・
ウ

サ
ギ
の
置
物
や
絵
皿
の
作
成　

▼
定

員
／
各
20
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加

料
／
大
人
…
１
５
０
０
円
、
子
ど
も

…
１
２
０
０
円　

▼
申
し
込
み
／
11

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

　11月12日㈮～25日㈭は、女性に対する暴力をなくす運
動週間です。暴力を受けている女性は、一人で悩まない
で、下記の窓口に相談しましょう。身の危険を感じたら、
迷わず警察に通報しましょう。
男女共同参画課
　面接相談時間／木曜日午後１時30分～４時15分　※要予約
子ども家庭相談センタ－　☎643･7227
　相談時間／午前９時～午後４時
県女性相談センター　☎286･9217
　電話相談時間／午前９時～午後８時
県男女共同参画センター　☎272･7879
電話相談時間／月・火・木・金曜日…午前９時～午後
４時、水曜日…午後２時～８時、第２土曜日…午後
１時～６時
面接相談時間／月・木曜日…午前10時～午後３時、水
曜日…午後２時～７時　※要予約

藤枝警察署生活安全課　☎641･0110
　相談時間／午前８時30分～午後５時15分

12月〜平成23年３月期カルチャースクール 受講生募集
問サンライフ藤枝　☎644･3012　 644･7931

info@sunlife-fujieda.com　 http://sunlife-fujieda.com/

教室名 曜日 時間 回数 教室名 曜日 時間 回数
はじめてのパソコン（パソコン持参） 火 9:30 ～ 11:30 12 骨盤修正＆ダイエットヨガ（３） 木 18:15 ～ 19:25 12
パソコン自主学習（パソコン持参）
（インターネット・メール除く） 火 13:30 ～ 15:30 8 楽らく！エクササイズ

（体力アップ・一般男女） 木 19:15 ～ 20:45 12

パソコン初級（パソコン持込可） 火 13:30 ～ 15:30 10 骨盤修正＆ダイエットヨガ（１） 木 19:35 ～ 20:45 12
やさしい気功教室（導引養生功） 火 13:00 ～ 14:30 12 たのしいプリザーブドフラワー 金 10:00 ～ 12:00 4
押し花友の会 火 13:30 ～ 15:30 4 季節を楽しむ茶道教室（裏千家） 金 14:00 ～ 15:30 10
交流を楽しむ卓球教室（ラージボール） 水 9:15 ～ 10:45 12 ビギナーズ・エアロビクス 金 15:15 ～ 16:15 10
マタニティヨガ 水 10:30 ～ 11:30 8 骨盤修正＆ダイエットヨガ（２） 金 19:30 ～ 20:40 12
実用ペン習字 木 9:30 ～ 11:30 8 気軽に楽しむフラワーアレンジ 土 13:30 ～ 15:00 4

志
太
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
参
加
者

▼
対
象
／
平
成
23
年
２
月
か
ら
の
練

習
（
日
曜
日
の
昼
間
・
木
曜
日
の
夜

間
）
に
参
加
で
き
る
、
小
学
校
３
年

生
以
上
の
人
（
未
成
年
者
は
保
護
者

同
伴
）　

▼
公
演
予
定
日
／
平
成
23

年
12
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰　

▼
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
／
平
成
23
年
１
月
23
日 

㈰　

▼
出
演
諸
経
費
／
月
２
千
円 

▼
定
員
／
50
人
程
度　

▼
申
し
込 

み
／
12
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
市
民
会

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

対象／市内に住んでいるか、通勤している人
受講料／ 4,500円～ 12,500円
申し込み／ 11月19日㈮までに、往復ハガキまたはファ
クス、Ｅメールに教室名と住所・氏名・フリガナ・年
齢・職業・性別・電話番号を記入し、〒426‒0033市内
小石川町4‒1‒11サンライフ藤枝へ

◆注意事項
※申し込み多数の場合は、抽選となります。
※往復ハガキには、返信先の宛先を記入してください。
※人数が少ないときは、開講しないことがあります。
※申し込み後、受講料の返還や受講生の変更はできま
せん。

※他にも、多くの講座があります。詳しくは、お問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。

岡
部
青
少
年
健
全
育
成
大
会

▼
と
き
／
11
月
27
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
ホ
ー

ル
お
か
べ　

▼
内
容
／
小
・
中
学
生

に
よ
る
合
唱
・
意
見
発
表
、
記
念
講

演　

▼
演
題
／
子
ど
も
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
の
ば
す
に
は 

▼
講
師
／
北
川
達
夫
さ
ん
（
国
際

教
材
作
家
・
元
外
交
官
）　

▼
入
場 

料
／
無
料　

※
申
込
不
要

問
岡
部
中
学
校☎

６
６
７
・
０
０
５
２
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情
報

フ
ァ
イ
ル

玉
露
の
里
市
民
感
謝
デ
ー

歯
科
講
演
会

▼
と
き
／
11
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
文
化
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容
／
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

各
団
体
の
発
表
、
作
品
の
展
示
、
か

る
め
焼
き
・
紙
す
き
体
験
な
ど

問
市
民
協
働
課　

内
線
２
６
６

玉
露
・
抹
茶
（
茶
菓
子
付
）
を
無
料

で
、
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
19
日
㈮
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／

玉
露
の
里
瓢ひ

ょ
う

月げ
つ

亭て
い

問
玉
露
の
里

☎
６
６
８
・
０
０
１
９

▼
と
き
／
12
月
２
日
㈭
午
後
２
時
30

分
〜
４
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
保
健

セ
ン
タ
ー　

▼
演
題
／
そ
し
ゃ
く
で

健
康
づ
く
り　

育
て
よ
う　

か
む
力

▼
講
師
／
柳
澤
幸
江
さ
ん
（
和
洋
女

子
大
学
教
授
）　

▼
定
員
／
１
０
０

人　

▼
受
講
料
／
無
料　

▼
申
し
込

み
／
電
話
で
藤
枝
歯
科
医
師
会
へ

☎
６
４
６
・
２
２
７
０

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

子
ど
も
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

白
ふ
じ
の
里　

新
そ
ば
祭
り

▼
と
き
／
11
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
中
央
小
跡
地
グ
ラ
ウ
ン

ド　

▼
内
容
／
ゴ
ム
鉄
砲
・
ビ
ー
ズ

手
芸
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
の
手

作
り
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
、キ
ッ
ク
タ
ー

ゲ
ッ
ト
、
フ
リ
ス
ビ
ー
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
な
ど
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ

ン
グ
コ
ー
ナ
ー　

▼
入
場
料
／
無
料

※
申
込
不
要

問
生
涯
学
習
課☎

６
４
３
・
３
０
４
７

▼
と
き
／
11
月
21
日
㈰
午
前
９
時
〜

▼
と
こ
ろ
／
白
ふ
じ
の
里　

▼
内 

容
／
手
打
ち
そ
ば
（
限
定
２
０
０

食
）・
農
産
物
・
ア
ー
モ
ン
ド
コ
ロ
ッ

ケ
の
販
売

問
白
ふ
じ
の
里☎

６
３
８
・
４
１
５
５

とき／ 11月28日㈰午前９時～午後３時30分
ところ／大久保グラススキー場・キャンプ場
スキー場イベント
・リフト無料・そりすべり無料（レンタル料100円別途）
・スキーとボード無料体験レッスン（滑走料別途）
　午前10時～、11時～、午後１時～
・もちつき体験と草餅サービス
　午前11時～、午後２時～
・大久保グルメの特別販売
※用具レンタル料：そり…30分100円、スキー・ボード… 
１時間1,010円、スクーター・ポッカール…30分510円

キャンプ場イベント
・ヤマメ釣り大会　午前10時～、午後１時～
　（１時間1,500円、１人５匹まで、定員：20人）
※釣れない人にも、ヤマメを２匹差し上げます。
※釣り大会終了後、ヤマメのつかみ取り（有料）。

郷土博物館･文学館の催し
問郷土博物館・文学館　☎645･1100

大久保おおたむ祭り
問大久保グラススキー場　☎631･2020

ふるさと自然学講座　「玉虫を育てる」
とき／ 11月16日㈫午後２時～４時30分
ところ／文学館・講座学習室
定員／ 50人（先着順）　参加料／無料　※申込不要
れんげじ池おはなし会
とき／ 11月20日㈯午後２時～３時
ところ／文学館・子ども学習室
参加料／無料　※申込不要
内容／「せきれんこ」「だんごどっこいしょ」など
マチネーコンサート
とき／ 11月23日㈷午後２時～３時
ところ／文学館・展示室　定員／ 60人（先着順）
参加料／入館料が必要　※申込不要
井上ひさし追悼公演「父と暮せば」
とき／ 11月28日㈰午後２時～３時30分
ところ／文学館・講座学習室
定員／ 50人（先着順）
参加料／無料　※申込不要

市
立
総
合
病
院
公
開
講
座

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

▼
と
き
／
11
月
17
日
㈬
午
後
７
時
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

講
堂　

▼
内
容
／
す
ぐ
に
わ
か
る
病

院
で
の
画
像
検
査
（
最
新
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ

Ｒ
Ｉ
）　

▼
講
師
／
放
射
線
科
・
杉

本
直
行
、
鈴
木
康
一
郎　

▼
受
講 

料
／
無
料　

※
申
込
不
要

問
市
立
総
合
病
院
管
理
課

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

▼
対
象
／
働
く
こ
と
に
戸
惑
い
を
感

じ
る
若
者
と
そ
の
保
護
者
・
家
族 

▼
と
き
／
12
月
12
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
５
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
西

館
３
階
３
０
２
会
議
室　

▼
内
容
／

体
験
発
表
、
個
別
相
談　

▼
演
題
／

働
き
た
い
け
れ
ど
も
働
け
な
い
若
者

の
た
め
に
で
き
る
こ
と　

▼
講
師
／

津
富 

宏
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
少

年
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
静
岡
理

事
長
）
▼
参
加
料
／
無
料　

※
申
込

不
要

問
商
業
観
光
課　

内
線
４
６
５

市
民
交
流
フ
ロ
ア
ぴ
ゅ
あ

１
周
年
イ
ベ
ン
ト

▼
12
月
の
第
１
日
曜
日
は
、
県
が
定

め
た
「
地
域
防
災
の
日
」
で
す
。
本

年
は
12
月
５
日
㈰
。
市
内
で
も
自
主

防
災
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
項
目
の
１
つ
に
「
家
庭
内
の

安
全
対
策
」
が
あ
り
ま
す
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
も
、
家
具
の
転
倒
や

落
下
物
で
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た

り
、
け
が
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
１
つ
提
案
で
す
。
年
末
の
大
掃

除
を
、
防
災
対
策
と
兼
ね
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。
高
い
と
こ
ろ
の
荷
物

を
片
付
け
る
と
い
っ
た
、
小
さ
な
こ

と
が
防
災
対
策
に
な
り
ま
す
。

危
機
管
理
課　

広
報
委
員

▼
今
号
の
フ
ォ
ト
リ
ポ
ー
ト
で
紹
介

し
た
藤
枝
大
祭
り
と
朝
比
奈
大
龍
勢
。

「
や
〜
れ
こ
の
〜
せ
〜
」
で
始
ま
る

掛
け
声
と
優
雅
な
地
踊
り
、「
お
お

〜
り
ゅ
う
〜
せ
い
」
で
始
ま
る
口
上

と
一
面
に
広
が
っ
た
コ
ス
モ
ス
畑
に
、

元
気
な
藤
枝
を
感
じ
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
秋
を
飛
び
越
し
て
一
気

に
冬
の
よ
う
。
こ
れ
も
地
球
に
負
担

を
か
け
す
ぎ
た
人
類
の
つ
け
な
の
で

し
ょ
う
か
。
地
球
の
元
気
が
無
く
な

れ
ば
、
当
然
で
す
が
、
藤
枝
の
自
然

も
元
気
を
無
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
今
一
度
、
身

近
な
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

○Ｔ

編

集
後
記

11月は児童虐待防止推進月間
問子ども家庭相談センター　☎643･7227

　「虐待を受けていると思われる子ども」を見つけたと
きは、ためらわずに連絡してください。あなたの連絡が、
子どもを虐待から守るための大きな一歩となります。
児童相談所全国共通ダイヤル／☎0570･064･000

おめでとうございます
平成22年度　藤枝市表彰

問秘書課　内線303
11月３日、平成22年度の市表彰式を市役所で行いま
した。席上、さまざまな分野で、多年にわたり市の
発展に貢献された４人と１団体を表彰しました。

地方自治の発展に貢献
　多年にわたり、市議会議員を務
められ、副議長・総務委員会委員
長などの要職を歴任されました。
この間、議会運営の円滑な推進に
努められるとともに、地方自治の
発展と市民生活の向上に大きく貢
献されました。

増田猪
い

佐
さ

男
お

さん
（青葉町二）

社会福祉の向上に貢献
　多年にわたり、民生委員・児童
委員を務められ、藤枝市民生委員･
児童委員協議会女性委員連絡会会
長などの要職を歴任されました。こ
の間、行政や関係機関との連携強化
に努められ、地域福祉の向上と民生
の安定に大きく貢献されています。

杉本呂
ろ

久
く

さん
（前島一）

社会福祉の向上に貢献
　多年にわたり、ボランティアグ
ループの一員として、点訳奉仕活
動に尽力されています。「要望に
応えられる点字」「必要とされる
点字」を信条に、視覚に障害のあ
る人に、正確な情報を伝達するた
め、点訳活動に勤

いそ

しみ、福祉の向
上に大きく貢献されています。

松村百合子さん
（郡）

産業の振興に貢献
　多年にわたり、新潟県加茂市、
埼玉県春日部市とともに称され
る日本三大桐箪

た ん す

笥産地としての
伝統を継承し、技術の研

け ん

鑽
さ ん

に努
められています。この間、「静
岡県郷土工芸品」の指定を受け
るなど、地場産業の振興にも大
きく貢献されています。

保健衛生の向上に貢献
　多年にわたり、歯科医として地
域歯科医療を支え、藤枝歯科医師
会会長などの要職を歴任されまし
た。この間、学校歯科医として、
生徒の健康管理に尽力されるとと
もに、市民の歯科衛生の向上に大
きく貢献されました。

井澤輝之さん
（田沼一）

藤枝タンス商工業会
会長　山田美吉さん

AEDを知ろう
問消防総務課　☎641･9200

　救命機器のひとつである「AED
（自動体外式除細動器）」は、高い救
命率を誇っています。このAEDは、
公共施設を中心に多くの場所に、設
置されています。市ホームページ（救
急医療のページ）に、設置場所や使
用方法などを掲載しています。一度、
ご確認ください。

藤
枝
西
高
校　

学
校
公
開

▼
と
き
／
11
月
16
日
㈫
〜
20
日
㈯ 

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
４
時
45
分 

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝
西
高
校

問
藤
枝
西
高
校☎

６
４
１
・
０
２
０
７

か
し
ば
や　

恵
比
寿
講

▼
と
き
／
11
月
20
日
㈯
午
前
９
時
〜

▼
と
こ
ろ
／
大
旅
籠
柏
屋　

▼
内 

容
／
恵
比
寿
講
の
お
飾
り
を
、
く
じ

引
き
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
大
旅
籠
柏
屋☎

６
６
７
・
０
０
１
８
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混声コールムジカ　コンサート

藤枝MYFC　JFL昇格戦

外国人入管手続き無料相談会

げんきむら
展示・即売会とミニコンサート

志太マンドリン・ギターアンサンブル
定期演奏会

女性コーラス　コール・アッチェル
15周年記念コンサート

男女共同参画社会のこれから

絵本『さっちゃんのまほうのて』原画展

子どものための昔話のへや

家事家計講習会

サイエンスショー空気のパワー

初級・木版年賀状教室

社交ダンス　パープル

アジアを学ぼう
幼児空手教室　藤枝精誠館

サンタがおうちにやってくる

藤枝美術協会展・美術講演会

県退職校長親和会　作品展

下伝馬　大黒天祭

催　　し催　　し催　　し 募　　集募　　集募　　集

▼ とき／ 11月28日㈰午後１時30分
開演　 ▼ ところ／市民会館　 ▼ 曲目／
山に祈るなど　 ▼ 入場料／無料　※申
込不要
問山本宅	 ☎636･1468

▼ と き ／ 11月21日 ㈰ ～ 23日 ㈷
いずれも午前10時45分キックオフ	

▼ところ／藤枝総合運動公園　 ▼入場
料／無料　※申込不要
問藤枝MYFC	 ☎641･2070

▼とき／11月28日㈰午後２時～４時	

▼ところ／瀬古町内会館　 ▼内容／滞
在延長、国際結婚、永住・帰化手続き
などの相談　※申込不要
問行政書士会志太支部（清水宅）
	 ☎629･0217

▼とき／11月21日㈰～24日㈬午前	
10時～午後５時（24日は午後４時ま
で）　 ▼ところ／文化センター　 ▼ミニ 
コンサート／21日㈰午前10時～11時	
15分　 ▼入場料／無料　※申込不要
問げんきむら	 ☎646･0218

▼とき／ 12月５日㈰午後２時～４時	

▼ところ／市民会館　 ▼曲目／ S
シ ン グ

ING、
イェスタデイワンスモアなど　 ▼入場
料／無料　※申込不要
問鷲山宅	 ☎643･7586

▼ とき／ 12月５日㈰午後３時開演	

▼ところ／藤の瀬会館　 ▼曲目／落
か

葉
ら

松
まつ

、手紙など　 ▼入場料／無料　※申
込不要
問山岸宅	 ☎641･5670

▼とき／11月21日㈰午後１時30分～	
３時30分　 ▼ ところ／生涯学習セン
ター　 ▼入場料／無料　※申込不要
問NPO法人世界女性会議ネットワー
ク静岡（山田宅）	 ☎641･9614

▼とき／11月23日㈷～28日㈰午前	
９時30分～午後５時30分（平日は午
後８時まで）　 ▼ ところ／駅南図書館

▼入場料／無料　※申込不要
問先天性四肢障害児父母の会静岡支部
　（兼子宅）	 ☎053･455･3930

じょうど、かしこいモリー、手遊びな
ど　 ▼参加料／無料　※申込不要
問藤枝昔話を語る会（小菅宅）
	 ☎643･8619

▼ 対象／５歳以上の子　 ▼ とき／ 11
月21日㈰午後２時～２時45分　 ▼と 
ころ／駅南図書館　 ▼ 内容／ねずみ

▼とき／11月18日㈭午前10時～正午	

▼ ところ／文化センター　 ▼ 定員／
15人（申込順）　 ▼参加料／350円（資
料代）　 ▼ 申し込み／ 11月17日㈬ま
でに、電話で静岡友の会（鈴木宅）へ
	 ☎644･8028

▼とき／11月27日㈯午後１時～４時	

▼ところ／ハルモニア　 ▼内容／サイ
エンスショー、工作など　 ▼定員／ 40
人（申込順）　 ▼ 参加料／千円　 ▼ 申 
し込み／ 11月24日㈬までに、住所・
氏名・電話番号を記入し、ファクスで
社会福祉法人ハルモニアへ
	 ☎637･2111　 634･0031

▼ と き ／ 11月28日㈰・12月５日
㈰・12日㈰・19日㈰午前９時～正午	

▼ ところ／青島北公民館　 ▼ 定員／
10人（申込順）　 ▼参加料／２千円（全
４回） 　 申し込み／ 11月15日㈪～	
27日㈯に、電話で旅の会（国定宅）
へ	 ☎637･0230

▼ とき／毎週木曜日午後７時30分～
９時　 ▼ところ／青島北公民館　 ▼会
費／月３千円（入会金千円）　 ▼ 申し
込み／直接または電話で坂本宛へ
	 ☎090･9177･6135

▼とき／ 12月７日㈫午後３時～５時	
30分　 ▼ところ／駅南図書館　 ▼テー 
マ／挑戦する韓国人気質　 ▼ 講師／
元
ウォン

晶
ジョン

煜
ウク

さん（静岡産業大学准教授）	

▼入場料／千円　 ▼申し込み／ 11月
26日㈮までに、電話またはファクス・
Ｅメールで志太榛原経済フォーラムへ
	 ☎646･5435　 646･5461
	 keifou0704s@yahoo.co.jp

▼とき・ところ／毎週火曜・木曜日…
県武道館、毎週水曜・金曜日…広幡中
学校、毎週土曜日…藤枝中央小学校　
いずれも午後７時～８時　 ▼会費／無
料　 ▼申し込み／直接、会場へ
問佐藤宅	 ☎643･2312

▼対象／小学校低学年までの子 　 ▼と 
き／12月23日㈷午後５時～９時　 ▼定 
員 ／ 30人（抽選）　 ▼ 申 し 込 み ／
11月24日㈬までに、ハガキに住所・
子と保護者の氏名・性別・電話番号
を記入し、〒426–0022市内稲川
1–19–23青年ネットワーク（高橋宛）
へ	 ☎090･6572･3002

▼とき／11月16日㈫～21日㈰午前
９時～午後６時（21日は午後４時ま
で）　 ▼ ところ／文化センター　 ▼ 講 
演会／ 20日㈯午後３時～４時30分

▼ 講師／北村さゆりさん（日本画家）

▼入場料／無料　※申込不要
問広田宅	 ☎641･3275

▼とき／11月16日㈫～25日㈭午前	
９時～午後４時30分（20日・21日・
23日は休み）　 ▼ ところ／志太教育
会館　 ▼内容／志太地区会員による絵
画・彫刻・陶芸・書道・写真などの展
示　 ▼入場料／無料　※申込不要
問櫻井宅	 ☎0547･37･6773

▼とき／ 11月19日㈮・20日㈯午前
９時～正午　 ▼ところ／下伝馬会館前

▼内容／正月飾りの販売など
問下伝馬商店街（山本宅）	☎641･1358

ま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル

この季節、不動峡は赤い紅葉に彩られた癒しの空間
問市観光協会　☎645･2500　市観光案内所　☎647･1144

写真コンテスト開催
滝ノ谷不動峡もみじまつりの様子を
撮影した写真を募集します。
大きさ／四つ切サイズ（ワイドサイ
ズ不可、デジタルカメラ作品はＡ
４サイズ）

応募方法／ 12月10日㈮までに、
直接または郵送で市観光案内所	
（〒426–0034市内駅前1–1–2）	
または市商業観光課（〒426–
8722市内岡出山1–11–1）へ

交　　　　通
当日午前９時～午後４時20分は、不動峡入口から会場までの道路で、片側交
互通行や状況により通行規制を行います。会場周辺には駐車場が大変少ないの
で、無料シャトルバス・路線バスをご利用ください。

　無料・シャトルバス
＜滝ノ谷不動峡行き＞

＜JR藤枝駅行き＞

※不動峡入口バス停着。滝ノ谷不動
峡までは、徒歩約30分。

JR藤枝駅北口発
９時 00分・15分・30分
10時 00分・15分・30分
11時 00分・15分・30分
12時 00分・15分・30分

不動峡入口バス停発
12時 45分
13時 00分・15分・45分
14時 00分・15分・45分
15時 00分・15分・45分
16時 00分・15分

＜JR藤枝駅行き＞
中山バス停発 （運賃／400円）
12時 27分 15時 42分
13時 57分 17時 42分

＜ゆらく行き＞

※小学生の運賃は、いずれも半額。

滝ノ谷バス停発 （運賃／200円）
11時 47分 15時 26分

　有料・路線バス
＜滝ノ谷不動峡行き＞

※滝ノ谷バス停着。会場徒歩約３分。

※中山バス停着。滝ノ谷不動峡まで
は、徒歩約50分。

JR藤枝駅北口発 （運賃／400円）
８時 32分 11時 42分
10時 12分 13時 12分

ゆらく発 （運賃／200円）
10時 51分

11月28日（日）
午前９時～午後３時※小雨決行
ところ／滝ノ谷不動峡

滝ノ谷不動峡滝ノ谷不動峡

もみじまつりもみじまつり

▲

昨
年
の
市
長
賞
作
品
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フォトリポート天に地に…人と

天

地
人

人が創る美に

人が集う

二
年
に
一
度
、
天
を
舞
う

三年に一度、地を揺らす

10月16日

10月１日～３日

広報ふじえだFujieda H22.11.5



広
報
ふ
じ
え
だ
　
11月

５
日
号
　
2010　

N
o.1066

藤
枝
市
役
所
　
☎
054･643･3111㈹

　
054･643･3604

http://w
w

w
.city.fujieda.shizuoka.jp/

info@
city.fujieda.shizuoka.jp

発
行

・
編

集
／

藤
枝

市
 総

務
部

 広
報

課
（

内
線

305）
〒

426-8722 静
岡

県
藤

枝
市

岡
出

山
一

丁
目

11番
1号

印
刷

／
共

立
印

刷
㈱

　
再

生
紙

使
用

突
発
型
地
震
に
備
え
る

特
集

フジバカマの花に魅せられて舞うアサギマダラ（玉露の里）
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